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LittleDorritに み る夢 と現 実 の 間

石 塚 裕 子

1844か ら45年 に かけて,イ タ リア旅行 を したDickensは,エ ッセイ 集

PicturesfromJtαlyの ほ うはす か さず出版 した ものの,決 して イタ リアが

嫌 いで はなか ったはず なの に,な ぜか その経験 を小説 に描 くことを8年 間 も

先 延 ば しし,確 か めるかの ように1855年 に もう一 度短 いイ タ リア旅行 を し

てか ら,作 風にお ける中期か ら後期 の移行 を くっき りと示 してみせて くる こ

とにな る傑作LittleDorritに 念 入 りに着手 した。

物語 は,40歳 の 主人公ArthurClennamが シナで父 と協 力 して築 いて き

た事業 を,父 の死を機 に切 り上 げ,約20年 ぶ りに故国 イギ リス に帰国す る

途上 の,検 疫停 泊中の船 上か ら始 まる。人生 も半 ばに して,生 きる目的 もな

く,意 志 薄弱,活 気 も,積 極 性 もな く絶望 の日々を送 っているが,こ こで物

語 にかかわ る人物 たちの多 くと出会 う設定 になって いる。実際 にこの作品 を

描 いたのは1855年 で あるが,舞 台設定 は1826年,や は り他 の作 品同様,鉄

道 が敷設 される前 の,牧 歌 的時代 背景 を選んで はいるが,ひ ょいと顔 をのぞ

かせ て しま う時代 錯誤 の汽車 の描写,ま た1857年 の序 文 で明 らか なよ う

に1,直 接 この作 品をDickensに 描 かせ る ことにな った1854か ら56年 の ク

リミア戦 争で の政 府 の無策 無能"inthedaysofaRussianWar",1840

年 代 後半 の鉄道 株の投機熱 とその大暴 落"aftertheRailroad-shareepoch",

あ るい は銀行 の公金横領"inthetimesofacertainIrishBank,andof

oneortwootherequallylaudableenterprises"や 身 内へ の巨額融資が焦

げ付 いた結 果の経営破綻"inthedaysofthepublicexaminationoflate

DirectorsofaRoyalBritishBank"な ど きな臭 い世相のた めに、とて も牧

歌的 な時代背景 とは言 いがたい色調 の暗い仕上 が りにな って いる。テ ーマ も

は っき りして お り,牢 獄"prison",つ ま り物理 的に,ま た精 神的 に牢獄に閉
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じ込 め られ た人 々の物語である。ナポ レオ ン戦争の頃は海外旅行 が出来なかっ

たが,こ れ も終結 す る と,ロ マ ン派 以降 に流 行 した"picturesque"を 求 め,

あ るいは"sublime"を 求 め,に わかに新興の中産階級 を中心 として,18世 紀

の貴 族階級 の"grandtour"を 真 似 た大 陸旅行熱 が高 ま るが,そ の典型 と も

言 うべ き,年 中海外旅行 を してい るMeagles一 家 と知 り合 い,若 く美 しい

娘Petに 恋 をす る ものの,Arthurは 相 手 が 自分の年齢 の半 分であ り,望 み

はない と決め,自 分を抑え込んで思いとどまる。この夫妻 は孤児のTattycoram

を娘 の女中 と し,亡 くなった もう一人 の娘Lillieの 面 影を偲んで いる。 ロン

ドンの 自宅 に向か うが,長 年,病 床 の身 にあ る義母Mrs.Clannamは 福 音

主 義の厳格 な ピュー リタンで,強 い意志 と窮屈 なほど堅 い道徳心 の持 ち主 で

あ り,だ か らここにArthurは 暗 い陰響な全然楽 しくもない少年時代 の思 い

出 しかな い。 しぶ しぶ足 を向けた母 の家でお針子 として雇 われて いるLittle

Dorritを 見 か け るが,こ の子 供 のよ うな少 女Amyが マ ー シ ャル シーの父

と呼ばれ るWilliamDorritの 末 娘 で,負 債者監獄 に家 族 ごと暮 らし,そ の

一家 の生活費 を稼 いで いる ことを知 る
。Amyへ の好意 か らこの一家 を救 い

出そ うと,Arthurと して は珍 しく奔 走 し,役 所 によ る仕事の た らい回 しを

Dickensが 皮 肉 って当時は有 名 にな った,か のCircumlocutionOfficeへ 調

査 に行 き,将 があかな い ものの,一 方 で発 明家 のDoyceに 遭 って,の ち に

は協同経営 をは じめることにな るし,ま た一家 は監 獄か ら出 られ るどころか,

実 は莫大 な遺産の相続人で大富豪 の身 であ ることが判明す るのだ った。 さ ら

には,Arthurは か つて の恋 人FloraFinchingに 逢 うが,お しゃべ りで デ

ブの中年女へ の変貌ぶ りに幻滅 し,一 方Petは 画 家 のHenryGowanと 結

婚 す る。Amyの 姉Fannyは と言 えば,当 時 の鉄 道王 で,た た き上 げだ っ

たが,投 機 によ って巨万 の富 を築 き,次 々 に鉄道会社 を買収 し,一 大鉄道王

国をっ くり上 げ,名 だた る著名人 に まで上 り詰め る ものの,公 金 を私物化 し

た ことが発覚,失 脚 し,後 に自殺 したGeorgeHudsonが そ の モデルと言 わ

れてい る大企業家MrMerdleの 義 理の息子EdmundSparklerと,当 初 は

反対 され る ものの,や がて結婚 す る。第二 部で は,い まや金持 のDorrit一
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家 はまず は上流 階級 の証 と も言 うべ き,grandtourと 洒 落込んで,娘 たち

の家庭教師Mrs.Generalを 同 行 し,大 陸旅 行 に出か ける。 ここで社交界 に

出入 りす るよ うにな り,華 やかな生活 が始 ま るが,Amyだ けが新 しい生活

にな じめず,と りわ け ヴェニスに違 和感 を覚 える。 ローマで父Williamは

思 考力が衰 え,ま だ マー シャル シー にいる と錯覚 し,Mrs.Merdleの パ ー

テ ィで客 を前 で奇妙 なス ピーチを して しまい,そ の数 日後 には亡 くな るが,

弟Frederickも 傍 らで亡 くなる。 さ らにMerdleは 事 業 の行 き詰 ま りか ら自

殺 し,こ れを機に大恐慌 とな り,こ こに投資 していたArthurも 破 産 し,マ ー

シャル シーに投 獄 され る。Amyは 病 身 とな ったArthurを 健 気 に看護す る

が,一 方 でMrs.Clennamの 家 は腐 り,朽 ち,崩 れ落 ち るの だ った。 そ し

てAmyもMerdleの た め に一 文 な しに な った と ころで,ArthurとAmy

は晴 れて結婚 する。 まだまだ脇 を固め る重要人物が多数登場す るが,煩 雑 で

また複雑 に もな って,判 りづ らくな ろうか ら,こ こでは省略す る。

この小 説は,第 一部 の タイ トルが"Poverty",第 二 部が"Riches"と 描 写す

る内容 がは っき り打 ち出 されて い る。1845年 にDisraeliが そ の小説Sybil

の 中 で示 して くれたイギ リスを二分 す る,相 互 に同情 も対話 もな く,お 互 い

に相入れ ない,っ ま り食べ物 も,習 慣 も,考 え方 も,法 律 も,作 法 も言葉 も

違 う二 っの国民"twonations"だ 。 ただ し,Dickensは こ れを社会告発の寓

話 と して,そ れぞれのパ ー トを描写 してい るので はない。 ヴ ィク トリア朝 の

イギ リスでは貧 と富 とにそれぞれ属 す る人間た ちの生態 は別世界 のものだ と

して,そ れで は もしもこれを移行 で きた と した ら,一 体 どん な事態が生 じて

くるか,そ こに関心が ある。 それはっま り,か って,官 吏の子 と して生 まれ

なが ら,不 甲斐 ない父 のために一家 は債務者監 獄に投げ込 まれて,自 らは靴

墨工場 に働 きに出され,そ こで必死 で社 会の底辺 か ら這 い上が り,頂 点 にま

で上 り詰 めたDickens自 身 が,文 字 どお り,貧 か ら富 の世界 への移行 す る

ことによって味わ った内なる苦悩 の吐露 で もあ るわ けだ。 あ るい はまた同時

に,鉄 道株の投機熱 と大暴落 による恐慌 が示 すよ うに,バ ブル に酔い,バ ブ

ルには じけた当時の人 々の体験で もあ り,さ らには1980年 代 後半 か ら1990
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年 代 の日本のバ ブルとその後 に,人 々が踊 らされ,ま た嘗 め もした天国 と地

獄 の図 と も重 な って こよ う。 このよ うに,経 済 だ けが突出 して,人 々の関心

がそれに集中 して しま うと,結 果,そ れに翻弄 された人々 は,い や,個 人ば

か りでな く,そ れ を形成す る社会,そ して国家諸 とも崩壊,悲 劇の 目に遭 う

とい うことなのだ。

第 二部で は,に わか に巨万 の富 が転が り込 んだDorrit一 家 は,特 権階級

として他 の階級を差別化す る証 とも言 うべき大陸旅行 にとりあえず出発す る。

時代設定 の1826年 に はまだThomasCookの パ ッケー ジッア ーは登場 して

いな いか ら,旅 が大衆化 され る前 とい うことにな る。娘二人 のお付 きに,"I

couldonlyacceptitontermsofperfectquality,asacompanion,pro-

tector,Mentor,andfriend"と,自 らを決 して"governess"と は呼 ばせず,

にわか成金のWilliamの 足 許 を見透か してか,通 常 の"governess"の 年 収 な

ら6倍 にも相 当す るという,「 £300が 相 場 で,娘 が二人 な ら£400だ 」 と,

そ こは品良 く吹 っかけるMrs.Generalを,見 栄 と世間体 が優先 するために

Williamは す ごす ごと雇い入れて しま うのだが,そ の名前 がすべてを物 語 っ

て いるよ うに,得 意芸 が"varnish"と,こ れが また世 間体 の まさに典型 とも

言 うべ き女性で ある。 そのほか に も新 しい境遇 にあ って,一 家 は心か ら身 に

っ いた貧乏 を拭 いきれず,ど うも金持 の生活 が板 にっかない。 さて,冒 頭 は

スイスのアルプス越 えか ら始 まる。一歩 奥へ踏 み込めば生 と死が背中合わせ

の危険 な山岳地帯 か ら,ひ とたびそ こを下 れば,先 には青い空 と海の許,開

放感 に溢 れ,人 々をやさ しく包 み込 む地 中海 が待ち受 けてい るという,鮮 明

な対 照 をな して い るのだ。 ここで まず出会 うの はPetとHenryのGowan

夫妻 だが,夫 の絵 の勉 強にイ タ リアへ向か う途中だ。 ところで,こ の作品で

は 肖像 画や鏡 の描写 が多 い ことをRosenbergは 指 摘 して いるが2,確 か に

Gowanが 画 家 であ って みれば,絵 画へ の言 及が多 いの は当然 と して も,そ

れ に して も40箇 所近 くにのぼ る絵画 の描 写 はか な り意識 的な ものであ り,
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また冒頭 か ら画家 に出会 うとい う設定 も意味深長で あろ う。例 えば肖像画 を

描 かせる とい うことも,特 権 階級 にとって は他 の階級 を差別化す る象徴 の一

つで ある。事実,初 代RoyalAcademyの 会 長JoshuaReynolds(1723～92)

の後 任 に抜擢 され た早 熟 の肖像画家SirThomasLawrence(1769～1830)へ

の言及が この小説 では二 回出て くる。それ はCircumlocutionOfficeを 文 字

通 り統 轄す るMr.Barnacleの 描 写 に見 られ る もので あ り,"Hewasalto-

gethersplendid,massive,overpowering,andimpracticable.Heseemed

tohavebeensittingforhisportraittoSirThomasLawrenceallthe

daysofhislife."(p.106)と,Lawrenceに 肖像画 を描 いて もらうことが,

この ように特権階級 の標 でで もあ るか のよ うだ。 また上流階級 のGowan家

に あ って,は み出 しの,い わ ば黒 い子 羊 と も言 うべ きHenryと,中 産階級

Meagles家 の娘Petと の階級差 のあ る結婚式 に出席 した際 に も,"ThenMr .

TiteBarnaclecouldnotbutfeelthattherewasapersonincompany ,

whowouldhavedisturbedhislife-longsittingtoSirThomas

Lawrenceinfullofficialcharacter,ifsuchdisturbancehadbeenposs-

ible"(p.397)と,や は りLawrenceの 肖像 画 に己の姿 を描 かせ て,そ の足

跡を記録 し,末 代 まで人 々の記憶 に留 め ることを野心 と してい ることが窺え

よ う。 も っぱ らモデル の ター ゲ ッ トを 中産 階級 に置 い たHogarth(1697～

1764)と 違 い,Lawrenceは 王 族,貴 族 の肖像画 を数多 く描 き,し か も実物以

上 に優美 に洗 練 させ,良 く見 せ るテクニ ックに長 けて いたので,(例 え ばデ

ブの摂政殿下(後 のGeorge4世)は,ほ っそ りと した青年 に変貌 して いる自

分 の姿 にえ ら くご満 悦 だ ったろ う し),死 後 その評 価 は下 が った もの の,

Lawrenceは 生 前,師 匠 のReynoldsを 上 回 るほどの人 気を博 していた。 た

だ し,Dickensが この小説 を描 いた時点で は,Lawrenceは も う亡 くな って

お り,世 紀末 まで 肖像画 の大家 は現 れず仕舞,代 わ って写真が この分野 に じ

わ じわ と侵食 して きて いたはず であ る。結果 と して,肖 像画 は,従 来か らあ

る伝統,っ ま り特権階級 たる貴族 や地主 階級 が代 々の当主の 肖像画を 自宅の

城の壁 に掛 け,子 孫へ の記念 とす るためか,あ るい は役職 を務 めた役所 の壁
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に 己 の威光 と栄華 を誇 るべ く,そ こに自 らの姿 を留あ るため といった,極 め

て限 られ た用途 へ狭 め られ て い った。 それ と も,実 際 に この作 品で も,

WilliamがGowanに 自分 の肖像画 を注文 してい るよ うに,WilliamDorrit

の よ うなにわか成金 が,箔 をっ け,己 の財産を誇 るための手段 と して 肖像画

を描か せて もい る。 これ はち ょうど,18世 紀 のgrandtourで 貴 族 階級 が

自分たちの肖像 画をイ タ リアで描かせ,そ れ を誇 らしげに本国 に持 ち帰 った

のを,中 産階級 はわ きで指 を くわ え,た だ羨 やむ ばか りだ ったのが,19世

紀 に入 り,金 の力で 自分達 に も手が届 くよ うになる と,早 速,こ うい う特権

意識 をいわば猿真似 して くる こと と重 な り,言 うなれば,上 流 階級の専売特

許 だ った満 ち足 りた思 いと社会 的優越性 とは,っ ま るところは無益な生活や

す さん だ精 神 なのだ が,今 や中流 階級 に まで裾 野 を広 げ,そ こでDickens

は こ うい った軽薄 な思 い込 み とナル シシズ ムの人一倍強 い,華 やか な うわべ

にばか り気を とられ る中産 階級 を も,そ の笑 い もの に巻 き込んで い くのだ。

さらには,上 流 気取 りや特権階級,権 力者の愚行 をただ皮 肉るだけで終 わ

らず,肖 像画 の持 っ意味 を巧 みに作 中 に取 り込 んで くると ころが,Dickens

のDickensた る所以 だ。 この小説 で は人物 の ダ ブル ・イ メ ジが幾 っか使 わ

れて いることを,こ れ まで数多 くの批評家 が指摘 してい るが,一 番有 名な と

ころで は,Arthurと そ の影 にな っているnobodyの 存 在 だ。当初 この作 品

の タイ トルをNobody'SFαultと しよ うと した ところか らも,こ の意 図 は明

らかだ。

Littlemorethanaweekago,atMarseilles,thefaceofthepretty

girlfromwhomhehadpartedwithregret,hadhadanunusualin-

terestforhim,andatenderholduponhim,becauseofsomeresem-

blance,realorimagined,tothisfirstfacethathadsoaredoutof

hisgloOmylifeintothebrightgloriesoffancy・Heleaneduponthe

sillofthelonglowwindow…begantodream.Forithadbeenthe

uniformtendencyofthisman'slife-somuchwaswantinginitto
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thinkabout,somuchthatmighthavebeenbetterdirectedandhap-

piertospeculateupon-tomakehimadreamer,afteral1.(p.40)

Petに 恋 しなが らも,そ の感 情を ぐっと抑 え込 み,た だ夢想家 に甘ん じる道

を結局 は選ぶArthurの 生 き方 が ここに はあ る。作品 を通 して,行 動 とは別

の動 きを見せ るArthurの 心 理 が絶 えず描 かれて いるが,一 個 の人間 の中に

は,必 ず しも表面 に出て きて いるところばか りで はな く,っ ま り意識 とは別

に無意 識の部分があ り,そ の両方の面が合わ さ って人間が成 り立 っている こ

とを表現 しよ うと して,さ らにDickensは 肖像画 や鏡 のイ メ ジを駆 使 して

い るのであ るが,こ れを一個の人間 の両面 と してばか りではな く,む しろ,

二 個,い や,三 個 の 人間 に分 裂 させ て描 く例 も幾 っか 見 られ る。 まず,

Clennam家 で 働 くJeremiahFlintwinchと 双 子 の兄 弟Ephraimの 関 係が

挙げ られ よう。 ここで も"glass"が 道 具 として使 われてい る。

MrFlintwinchawake,waswatchingMr.Flintwinchasleep.Hesaton

onesideofasmallable,lookingkeenlyathimselfontheotherside

withhischinsunkonhisbreast,snoring.ThewakingFlintwinchhad

hisfullfrontfacepresentedtohiswife;thesleepingFlintwinchwas

inprofile.ThewakingFlintwinchwastheoriginal;thesleeping

Flintwinchwasthedouble.Justasshemighthavedistinguishedbe-

tweenatangleobjectanditsreflectioninaglass,Afferymadeout

thisdifferencewithherheadgoingroundandround,(pp.41-2)

ちなみに妻 のAfferyFlintwinchは,ほ んの夢 だ と夫 にいな されなが ら も,

予 兆 や幻覚 を抱 いてい る。 これ に関 してEngelは,Afferyが 見 まい として

絶えず エプロ ンで顔 を隠 して いるのは,そ れが夢 幻だか らで はな く,見 えて

くるのが恐 ろ しい現実 だか らだ,と 指 摘 して いる。3鏡 や肖像画 は,い わば

もう一人 の自分 と対面す る格好 の道具立 てであろ う。作 品で本格 的 に自我 の



8

分 裂 の問題 に向 き合 って いるの はWilliamと 兄 弟 のFrederickの 対 で はな

い か。 出 獄 ま で は た い して 目立 った人 物 に も思 わ れ な いが,そ の後 の

Frederickは 人 が変 り,Williamと は いわばネガ とポ ジの関係 になって いる。

Williamは マ ー シャル シーの父 として君臨 し,25年 も監獄 に入 ってい ると,

返 済 しよ うと努 力 し,何 とか出て行 こうとい う意欲 もな くな り,皆 か ら心付

けを頂戴 して,ぬ るま湯 の生 活を し,そ れで いて,プ ライ ドだけがす こぶる

高 い。意志 は弱 く,見 栄 っ張 りの偽善者で,文 字 どお り,身 も心 も牢獄 に蝕

まれた人物 だ。一方,ク ラ リネ ッ ト奏者 のFrederickは 貧 しいが,良 心 的な

正義感 あふれ る人物 と して描 かれて いる。 マー シャル シーを出て,大 陸旅行

に出てか らは,と ころが,2人 の態度 はそれぞれ一変 す る。Williamは ま す

ます誇 り高 くな り,怒 りっぽ く,体 面 を保つ のに躍起 にな って,さ らにまた

堂 々 と して恩人ぶ りたが って い く一方 で,Frederickの ほ うは,金 持 にな っ

てか らのWilliamの 高 慢 ち きさや感謝 を忘 れたその態度 を抗議 す るものの,

そ れでいて 自らは生 活のため に働か な くて もよ くなった境遇 の変化 に生 きが

いを無 く し,廃 人の ようにな る。 もと もとFrederickは 牢 獄 にはい ってはい

な ったのだが,思 わぬ大金が転が りこんだ ために,か え って精神 的な牢獄 に

閉 じ込 め られて い く結果 になって しま うのだ。WilliamとFrederick兄 弟 に

は,一 方 が元気 になれば,も う一方 は元気 を無 くし,一 方が消沈 する と,今

度 はもう一方 が元気 を回復す るというお互 いに陰 と陽,二 つ で一 つ,つ ま り

どち らか一 っ欠 けて も成 り立 たな いという密接 な関係が成立 している。 これ

はまたDickens自 身 が成功 の階段 を上 り詰 め る一方 で,そ れ に伴 ってっ い

てい くことので きない実 は もう一人 のDickensの 内面 照射で もあ るわ けだ。

William-Dickensは 念 願 の富 や名声,地 位 を手 に,虚 栄,欺 隔 の上流社会 に

喰い込みなが ら,依 然 と して心 は,Frederick-Dickensが 示 すよ うに,貧 乏

で社会 の底辺 にいた頃に留 まった ままで あり,こ うい う浮っ いた生活 に浸 っ

ている ことに,善 良 なる良心が罪悪感を覚 え,心 の廃人を 自覚 しているのだ。

ただ,以 下 のよ うに 肖像 画を眺め るときだ けが再 び元気 が出て,生 き生 きと

して くるのだ った。



9

…ofpassinghoursandhoursbeforetheportraitsofrenowned

Venetians.Itwasnevermadeoutwhathisdazedeyessawinthem:

whetherhehadaninterestinthemmerelyaspictures,orwhether

heconfusedlyidentifiedthemwithaglorythatwasdeparted,like

thestrengthofhisownmind.Buthepaidhiscourttothemwith

greatexactness,andclearlyderivedpleasurefromthepursuit.

Afterthefirstfewdays,LittleDorrithappenedonemorningtoas-

sistattheseattentions.Itsoevidentlyheightenedhisgratification

thatsheoftenaccompaniedhimafterwards,andthegreatestde-

lightofwhichtheoldmanhadshownhimselfsusceptiblesincehis

ruin,aroseoutoftheseexcursions,whenhewouldcarryachair

aboutforherfrompicturetopicture,andstandbehindit,inspite

ofallherremonstrances,silentlypresentinghertothenoble

Venetians.(pp.466-67)

ここで は,肖 像画 は実在感 を確か める役割 を果 た していよ う。突 然,富 も名

誉 も身分 も降 って湧 いたよ うに,手 に入 って きた ものの,は た して これが一

時 の夢 なのか,本 当に現実 なのかDorrit一 家 の人 々は把握 で きず にいるわ

けだが,そ こで 肖像画 とい う確か に存在 した過去 の人 間を記録 した証 が 自分

た ちの実在感を も確認す る手がか りになるのではないか。 か りに ヴェニスが

水の中か ら浮か びあが った幻 のよ うな都市 であ った として も,絵 画に留 め ら

れたかの地の傑出 した人物 はいわ ば永遠 の存在 であ ると言 わんばか りに,己

のアイデ ンティティ探 しに一役買 って いるのではないか。その他 に も例え ば,

姉妹 のPetと,Lillieの 身 代わ りに引 き取 られ女 中にされたTattycoramと,

Lillieの 肖 像画 とで,死 ん だLillieが 確 か に存在 して いたこ とを絶 えず確認

して暮 らしてい るMeagles夫 妻 など,幾 っ か こう した例 は見 られる。 これ

が形 を変え,裏 目に出れば,こ ちらは陰湿で冷酷,執 念深 く嫉妬か らと,ま っ
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た くもって負の イメ ジだが,例 えば,Mrs,Clennamの モ ッ トーで ある"Do

notforget"な どを取 って も,夫 のかって の不実 は現実 に刻 まれた ものであ

るか ら,こ れを忘れて水 に流す どころか,自 分 を侮辱 し,深 く傷 っ けた記念

碑 と して,な ん と して も永久 に,し か も確実 に記憶 に留 めてお こうとす る作

業で もあ ろうか。 とまれ,一 旦 イギ リスに帰 国 してか ら,ふ たたびイ タ リア

へ戻 ったWilliamは 自分が まだかっ ての マー シャル シー にい るので はない

か とい う,っ ま り過去 の長 い監獄生 活を精神 か らます ます払拭 で きな い。

Mrs.Merdleの パ ー テ ィにおいて,口 をつ いて 出るあの妄想 の ス ピーチが

端的 に表 して いるよ うに,意 識 と無意識 が錯綜 し,と うとう気が触れ,亡 く

なるが,対 のFrederickも 悲 嘆 に暮 れ,そ の傍 らで亡 くな り,こ う して分裂

した自我が最後 にまた一っ に結 び付 けられてい くのであ る。

これは ほんの一 例 にす ぎないが,1844年 か ら45年 にか けてのイ タ リア滞

在 で,DickensがMrs.DelaRueを 患 者 と し,自 らは文字 どお りとい っ

ていい ほど24時 間毎 日毎 日,そ れが妻 の嫉妬 にあ うほど親身 に,こ れ まで

に習得 していたmesmerismを 医 師の立 場で治療 し,そ の実践を して いたの

が4,こ のよ うに8年 とい う長 い期 間あたためた後 にな って,LittleDorrit

とい う小説 の中に実際 に構築 し,"sleeping-waking"や"mesmerictrance"な

どの状態 を昇華 させた形 で,し か も人物描写 に無理が な く,そ れ もかな り広

範 囲にわた って散 りばめて,分 裂 した自我を様 々な形 で繰 り広 げて くれて見

せ,人 間の心理 を描 くと同時 に,こ れを探 って もいるのだ。 こうして,社 会

的 自分 自身 と内に秘 めた真の 自分 自身 とい う二っ の存在 を意識 した小説 がは

じめて 展 開 され る こ とにな った のだ 。 これ は次 作 品 のATαleofTωo

Citiesで はCharlesDarnayとSydneyCartonの 形 とな って描 写 され る。

最 後 にLittleDorritで は,ヴ ェニ スとい う都 市 はど うい う意味 を持 ち,

また作品 にお いて はどういう役割 を果 た しているのかを考 えてみなければな

らない。grandtourで 訪 れた イタ リア,さ らにはそ こで繰 り広 げ られる華

やか な社交 界 に一 人Amyだ けが な じめず,"thissamesocietyinwhich
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theyhved,greatlyresembledasuperiorsortofMarshalsea"(p.497)

と か っ て 暮 ら し た マ ー シ ャ ル シ ー 監 獄 に す べ て が 結 び っ き,富 と地 位 と名 声

と を ふ くめ た 今 の イ タ リ ア で の 生 活 全 体 がAmyに は 夢 幻 で あ り,依 然 と し

て マ ー シ ャ ル シ ー だ け が 確 固 と し た 現 実 だ 。 だ か ら,Amyだ け は 上 滑 り の

華 や か な 虚 偽 の 社 交 界 に は 溶 け 込 も う と せ ず,か っ て の ま ま の 暮 ら し方 を か

た く な に 守 る 。 人 の 心 の 中 に 存 在 す る 意 識 と無 意 識,夢 と 現 実,虚 偽 と 真 実,

こ れ を 表 現 す る の にDickensは ヴ ェ ニ ス,っ ま り"thisuncrowningunre-

ality,whereallthestreetswerepavedwithwater,andwherethe

deathlikestillnessofthedaysandnightswasbrokenbynosounds

butthesoftenedringingofchurchbells"(p.453)と,い わ ば 蟹 気 楼 の よ

う で で も あ る か の よ う に,水 の 中 に 浮 か び,さ ら に は 死 の 匂 い の 漂 う,ま さ

に 夢 幻 を 象 徴 す る の に 打 っ て っ け の 非 現 実 の 都 市 を 選 ぶ 。1(aplanは"Venice

wasadreamthatmustbeseenasasymbolicreality,notaplaceto

livein,butacenteroftheconsciousnessthatneedstoexploreitself

anditstraditions,itspastanditspossibilities."5と 述 べ,さ ら に ロ ン

ド ン と ヴ ェ ニ ス と は,い わ ばmesmerismの 流 体 が 動 く両 磁 極 に あ た り,

Dickensの 想 像 力 の 二 大 磁 極 だ と 主 張 して い る 。 ま さ にDickensは 第 一 部

のpoverty一 現 実 か ら 第 二 部 のriches一 夢 へ と さ ま よ い,そ の 両 者 の 間 で 苦

悩 し た 。こ の 心 模 様 を 描 く の に,ロ ン ド ン ー 現 実 と ヴ ェ ニ ス ー 夢 幻 と い う 二

っ の 都 市 を 用 い て い る 。

「進 歩 」 の 哲 学 に 浸 り き っ た ヴ ィ ク ト リ ア 朝 人 のDickensに は,結 局 の

と こ ろ,ヴ ェ ニ ス は 過 去 の 都 市 で あ り,人 気 も な く,商 業 は 停 滞 し,活 気 も

な い が,し か し夢 と 幻 想 だ け が こ の 地 の 混 沌 と した 迷 宮 と対 話 で き る の だ っ

た 。Williamの"castleintheair"は 空 中 分 解 し,Mr.Merdleは 自 滅 し と,

こ と ご と く夢 幻 は 崩 壊 を 見 せ,か っ て の 貧 乏,卑 近 な 現 実 だ け が 残 る 。 だ か

ら,作 品 の 結 末 で は,ArthurとAmyは 決 し て 夢 幻 の 世 界 に 舞 い 上 が る こ

と な く,"wentdownintoamodestlifeofusefulnessandhappiness._

wentquietlydowrlintotheroaringstreets,inseparableandblessed;
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andastheypassedalonginsunshineandinshade,thenoisyandthe

eager,andthearrogantandtheforwardandthevain,fretted,and

chafed,andmadetheiruproar"(pp.801-2)と,卑 俗 な ロ ン ドンの現実 に

根を下 ろさせて いる。Dickensの この作品 での福音 のひ とっ は,金 の怖 さだ。

「飲 む,打 っ,買 う」 とは,人 の人生を狂 わす典 型的かっ常識 的な三大誘惑

であ ろうう。 つ まり,こ れ らはどれ も節度 ある うちは,人 に夢 や喜 び,楽 し

みをふ くらませ,元 気 やい い気晴 しの機会を与え て もくれ るが,限 度 を越 え

れば痛 い 目を見 せ,身 を滅 させ る。 それ にDickensは 金 の怖 さを も付 け加

えて,こ れが個人 どころか,国 家を も転覆 させ ることを二っ の都市 のイメー

ジを駆使 して,物 語 ってい るのだ。 それ はその後 の大英帝国 の衰退 と,そ し

てバ ブル に酔 い,バ ブルに萎み,そ の後 は見事 に弱体化 の一歩 を辿 っている

この 自国を見 れば,実 に明 らか なことだ。
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